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  カメラが好きで中学から大学までの１０年間写真部に所属した後に、大学院では迷

わず光物性を志望しました。研究室で行われた配位子場理論の輪講で、遷移金属イオン

のｄ電子の振る舞い－磁性・光スペクトル・電子相関効果等－に強い興味を持ちました

が、当時の物性研究の最前線では価数揺動・近藤効果など希土類のｆ電子系の研究が盛

んでした。国立研に就職して希土類水素化物の研究を始め、まだ新しい手法であった光

電子分光を使ってｆ電子間の相互作用や軌道混成を定量的に評価することが可能だと

いうことがわかりました。そして、所属部署の研究テーマが遷移金属酸化物に変わった

のを機に、光電子分光によるｄ電子系の研究を始めました。銅酸化物高温超伝導体が発

見されたのがちょうどこの頃です。その後物理学教室に移ってから現在まで、超伝導

体・磁性体などｄ電子系物質の系統的な研究を続けることができました。その間この分

野では、新物質の発見が測定技術の進展を促し、測定技術の進展が新物質研究の高度化

を促すという正のフィードバックが続いてきたと思います。放射光光源の高度化も著し

いものがありました。放射光を用いた吸収分光・光散乱実験、レーザー光源を用いた光

電子分光も急速に発展しました。これまでの研究生活は、研究室の学生・スタッフ、国

内外の多くの共同研究者、同僚・教職員の皆様のおかげで可能になったものです。ここ

に深くお礼申し上げます。 
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